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推
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入
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試
験
問
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国
語
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一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

※
著
作
権
の
都
合
に
よ
り
非
公
開 

※
鈴
木
孝
夫
『
こ
と
ば
と
社
会
』
（
中
央
公
論
新
社 

）
の
文
章
よ
り
、
十
二
問
を
出
題 

二
、
次
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
を
、
漢
字
は
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は 

送
り
仮
名
も
書
く
こ
と
。  

① 

お
寺
で
ハ
イ
カ
ン
リ
ョ
ウ
を
払
う
。 

② 

高
齢
者
を
ウ
ヤ
マ
ウ
。  

③ 

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
カ
ナ
デ
ル
。 

④ 

試
合
に
勝
っ
て
ウ
チ
ョ
ウ
テ
ン
に
な
る
。  

⑤ 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
シ
ミ
が
つ
く
。 

 
 

⑥ 

ヒ
キ
こ
も
ご
も
の
表
情
を
見
せ
る
。  

⑦ 

河
原
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
。 

 
 

 

⑧ 

汎
用
性
の
高
い
道
具
。  

⑨ 

合
戦
の
物
語
を
読
む
。  

 
 

 
 

⑩ 

傘
の
柄
を
持
つ
。  

 

三
、
次
の
傍
線
部
の
慣
用
句
の
空
欄
に
入
る
漢
字
一
字
を
、
あ
と
の
語
群
か
ら
選
び
答
え
な
さ
い
。  

① 

福
岡
さ
ん
の
ふ
る
ま
い
は
完
璧
で
、
（ 

 
 

）
の
打
ち
所
が
な
い
。  

② 

け
ん
か
直
後
の
妹
は
無
愛
想
で
、
取
り
つ
く
（ 

 
 

）
も
な
い
。  

③ 

野
球
に
関
す
る
弟
の
知
識
に
、
心
の
中
で
（ 

 
 

）
を
巻
い
た
。  

④ 

（  
 

）
が
熟
し
た
の
で
、
独
立
し
て
パ
ン
屋
を
開
く
こ
と
に
し
た
。  

⑤ 

自
分
の
こ
と
は
（  

 

）
に
上
げ
、
他
人
ば
か
り
非
難
す
る
の
は
よ
く
な
い
。  

時  

声 
 

期 
 

非 
 

舌 
 

糸 
 

木 
 

棚 
 

事  

火 
 

島  

機 
 

棟 
 

暇  

否 
 

髪 
 

実 
 

渦 



四
、
次
の
傍
線
部
の
熟
語
を
繰
り
返
し
符
号
「
々
」
を
使
っ
た
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。  

例
、
開
店
前
か
ら
客
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
現
れ
た
。 →

続
々  

① 

兄
は
仕
事
を
テ
ン
テ
ン
と
し
て
い
る
。  

② 

国
際
大
会
で
優
勝
し
、
意
気
ヨ
ウ
ヨ
ウ
と
帰
国
し
た
。 

 

③ 

友
達
の
実
家
は
ダ
イ
ダ
イ
の
造
り
酒
屋
だ
。  

④ 

彼
女
は
タ
ン
タ
ン
と
仕
事
を
こ
な
す
。  

⑤ 

姉
は
試
合
に
勝
て
る
と
自
信
マ
ン
マ
ン
だ
。  

⑥ 

発
表
会
の
時
間
が
コ
ク
コ
ク
と
せ
ま
っ
て
い
る
。  

⑦ 

先
輩
と
エ
ン
エ
ン
五
時
間
に
及
ぶ
議
論
を
し
た
。  

⑧ 

祖
父
は
退
職
後
、
ユ
ウ
ユ
ウ
自
適
に
暮
ら
し
て
い
る
。 

 

⑨ 

前
途
ヨ
ウ
ヨ
ウ
た
る
船
出
を
お
祝
い
す
る
。  

⑩ 

池
に
落
ち
葉
が
テ
ン
テ
ン
と
浮
か
ん
で
い
た
。 



四 三 二 一
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